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神戸大本番レベル模試(文系) 

解答・解説・採点基準 

全３問 ８０分 ７５点満点 

1. （２５点） 

【解答・採点基準】 

(1)  (1) 6 点 

関数 f(x)を展開すると、 となる。軸は

と表されるから、 

 

 

C と x 軸の 2 交点の x 座標は a,b であり、a<0<b より、 

 

①・②の連立方程式を解くと、 と求められ、これは

a<0<b を満たす。よって、2 次関数 y=f(x)は、 

  …(答) 

と定められる。 

 

  

 

 

 

①式に‥2 点 

 

②式に‥2 点 

 

 

 

 

 

答‥2 点 

 

(2) 

C の点接線の傾きは、 

 

と表される。接線と法線は垂直に交わることから、2 直線の傾きの

積は-1 となる。すなわち、 より、l の傾きは である。 

l は(t,f(t))を通るので，l の方程式は、 

 (2) 6 点 

 

 

 

 

接線の傾きの導出 

‥3 点 
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 …(答) 

と表される。 

 

 

 

答‥3 点 

 

(3) 

l と C の交点の x 座標を求める式は、 

 

 

( )
1

0
2

x t x t
t

 
− + + = 

   

を満たす。求める x 座標をα( )とおくと、法線 l は点 A を通る

ことから t とαはこの方程式の解なので、解と係数の関係より、 

 

  …(答) 

と表される。 より， を満たす。 

 (3) 6 点 

 

 

 

 

 

因数分解に‥3 点 

 

 

 

 

 

 

答‥3 点 

 

 

(4) 

S は右図灰色部分の図形

の面積である。(3)より，

l: と

C:y=f(x)の交点の x座標は

t と であるから、 

 

 

 

 (4) 7 点 

 

 

 

 

 

 

 

 

S の立式に‥1 点 
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ここで、 なので、相加平均と相乗平均の大小関係より、 

 

等号が成立するとき、 

 

 

が最小のとき S も最小となるので、S の最小値は となり、

このとき である。 

  

 

 

 

 

 

定積分の計算結果

に‥2 点 

 

 

 

 

 

 

S の最小値に‥2 点 

そのときの t の値に

‥2 点 
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２． （２５点） 

【解答・採点基準】 

(1)  (1) 8 点 

 

A から l に垂線をおろし，その交点を H とする。 で

あるから， 

 

である。 が C の半径である 1 よりも小さければよいので， 

 

 

となる。 より， のとりうる値の範囲は 

 

である。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

に 

‥4 点 

 

 

 

 

答‥4 点 
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(1)[別解 1] 

l の方程式は ，すなわち と表せる。 

A と l の距離を とすると，点と直線の距離の公式より， 

 

 

 

 

 

である。(以下同様のため省略) 

・・・ 

 

である。 

 (1)[別解 1] 8 点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 sind = に 

‥4 点 

 

答‥4 点 

 

(1)[別解 2] 

C の方程式は， 

 

であるので， において，l の方程式 を用いて を

消去し，整理して得られる の 2 次方程式 

 

が 2 つの相異なる実数解をもつような の条件を求めればよい。この

2 次方程式の判別式を D とすると， 

 

であればよい。 のもとでは なので であ

る。 

ゆえに，求める条件は， 

 (1)[別解 2] 8 点 

 

 

 

 

 

 

 

 

判別式を  の式で

表して‥4 点 
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である。 

 

答‥4 点 

 

(2) 

△APQ は の二等辺三角形であるから，H は線分 PQ の中

点である。 

したがって，三平方の定理より， 

 

 

 

 

となる。 であり， では であるから， 

 

である。ゆえに， 

 

となる。 

 (2) 8 点 

Hが線分 PQの中点

である‥2 点 

 

 

 

2PH を  の式で表

して‥2 点 

 

 

 

 

答‥4 点 

 

(2)[別解] 

(1)の[別解 2]の式(*)の 2 つの相異なる実数解を とおく。解

と係数の関係より， 

 

であるから， 

 

 

 

 

である。ここで， と は P と Q の 座標を表すこと，および直線 l と

軸の正の向きとなす角が であることから， 

 

 (2)[別解] 8 点 

解と係数の関係の

利用‥2 点 

 

 

 

 

 

 

 − を の式で表

して‥2 点 
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となる。したがって， 

 

 

 

となる。 

 

 

 

答‥4 点 

(3) 

△APQ の面積を S とすると， 

 

 

 

 

 

となる。すなわち，S が最大となるのは根号内が最大になるときであ

る。 

ここで， が で変化するとき， は を満た

すすべての値をとる。 

ゆえに， のとき S が最大となる。 において

なので， 

 

 

となる。 

 (3) 9 点 

 

 

 

S を  の式で表し

て‥2 点 

 

 

 

平方完成に‥3 点 

 

 

 

‥2 点 

 

 

 

 

 

 

答‥2 点 

 

 

(3)[別解] 

△APQ の面積を S とすると， より， 

 

となる。すなわち， が最大となるときに S は最大となる。 

 (3)[別解] 9 点 

 

が最大と

なるとき S が最大

に‥3 点 
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ここで， が で変化するとき， は を満た

すすべての値をとる。 

ゆえに， は最大値 1 を のときにとり，このとき S

は最大となる。 のとき，△APQ は の直角二等辺

三角形であるから， である。(2)の結果より， 

 

 

となる。両辺正であるから，両辺を 2 乗しても同値なので， 

 

であり， であるから， 

 

 

となる。 

 

‥2 点 

 

 

のときに

S が最大となるこ

と‥2 点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

答‥2 点 
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３． （２５点） 

【解答・採点基準】 

(1)  (1) 8 点 

整数が偶数になる条件は, 下一桁が偶数であることである.  7枚のカ

ードのうち, 偶数のカードは 0,2,4,6 の 5 枚である. 

 [1] 下一桁が 0 のとき 

 このとき整数は 

 

 できる. 

 [2] 下一桁が 2,4,6 のとき 

 このとき整数は 

 

 できる. 

以上[1],[2]より, カードで作られる 3 桁の整数のうち, 偶数であるも

のは 

          ･･･(答) 

である. 

  

 

一の位が 0 のとき

の場合の数に 

‥3 点 

 

一の位が 0 以外の

ときの場合の数に 

‥3 点 

 

 

 

答‥2 点 

(2) 

整数が 4 の倍数になる条件は, 下二桁が 4 の倍数であることである.  

0 から 6 のカードで作れる二桁の 4 の倍数

は,04,12,16,20,24,32,36,40,52,56,60,64 の 12 個である. 

 [1] 下二桁に 0 を含むとき 

 下二桁に 0 を含むものは, 4 個ある. このとき整数は 

 

 できる. 

 [2] 下二桁に 0 を含まないとき 

 下二桁に 0 を含まないものは, 8 個ある. このとき整数は 

 

 できる. 

以上[1],[2]より, カードで作られる 3 桁の整数のうち, 4 の倍数である

ものは 

 (2) 8 点 

下二桁を 12 種類求

められていて 

‥2 点 

 

下二桁に 0 を含む

ときの場合の数に

‥2 点 

 

下二桁に 0 を含ま

ないときの場合の

数に‥2 点 
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   …(答) 

である.  

 

 

答‥2 点 

(3) 

を自然数として,   とおく. 両辺を 2 乗すると, 

 

 

    

 は自然数より, 100k n+   である. さらに, 

とすると, より, が自然数

となるためには, は偶数である必要がある. よって, ,a b

はともに偶数である。ゆえに, 

 

 

となる. このうち,  0 から 6 のカード 3 枚で作れる整数 は, 

のみである. ･･･(答) 

 (3) 9 点 

 

 

 

 

因数分解に‥3 点 

 

 

答‥6 点 

(正しくないとき

100k n+  がわか

っていれば‥2 点 

,a b がともに偶数

であることがわか

っていれば‥2 点) 

   

 

 


